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わが国の 2011年の平均寿命は、男性 79.4歳、女性 85.9歳、高齢化率は 23.3%となり、今
後も高齢化率は増加の一途をたどると予測されている。このような超高齢社会のわが国におい











抽出した前期高齢者(65 歳以上 74 歳以下)の女性 1600 人(その年代人口の約 1.4%)を対象とし
て、2010年 10月、および 2011年 10月に自記式質問紙を用いた郵送法調査を実施した。2010
年は 803人から回答を得て（回答率 50.2%）、次いで 2011年には、そのうち 746人から回答を
得た（回答率 92.9%）。未回答の項目については電話による補充調査を実施した。 









解析ソフトは PASW® Statistics18(SPSS)を使用し、統計学的有意水準は 5%とした。 
【研究成績】 
 2010年および 2011年両年度の回答があった 746人について解析を行った。746人の女性は
次の 4群に分類された。①2010年と 2011年の両年度に尿失禁がある 202人、②両年度とも尿
失禁がない 444人、③2010年には尿失禁がなく 2011年にはある 75人、④2010年には尿失禁
があり 2011年にはない 25 人。2010年から 2011年にかけての発症率は 14.5%（2010年には
尿失禁がなかった 519 人のうち、2011 年に尿失禁を発症した 75 人）、2010 年から 2011 年に
かけての寛解率は 11.0%（2010年に尿失禁があった 227人のうち、2011年には尿失禁がなく
なった 25 人）であった。本研究では、2010 年および 2011 年両年度に尿失禁があった 202 人
と、尿失禁がなかった 444人を比較した。 
 年齢の中央値は 70歳（範囲 65-74歳）、札幌での居住年数は 45年（範囲 2-75年）であった。
尿失禁あり群は、なし群より有意に BMI が高かった（p=0.022）。尿失禁あり群は、なし群よ
り有意に喫煙指数が高かった（p=0.041）。単変量ロジスティック回帰分析の結果、過去の最大
体重は尿失禁のリスク要因であった（OR=1.96、CI [1.31、 2.95]、P for trend=0.007）。しか
し、肥満（BMI≧25.0）と出産数は尿失禁と関連していなかった。喫煙指数は尿失禁のリスク
を高めていた（P for trend=0.021, 喫煙指数が高い群 OR=1.85, CI [1.04, 3.29]）、健康状態の
自覚は尿失禁と関連していた（P for trend<0.001, 健康状態「よくないほう」群 OR=2.86, CI 
[1.57,5.23]）。過去の膀胱疾患の既往（OR=2.13, CI [1.39,3.26]）、痔疾患の既往は尿失禁と関
連していた（OR=1.91, CI [1.27, 2.88]）。対象者の母親の尿失禁の既往は尿失禁と関連してい
た（OR=2.05, CI [1.30, 3.24]）。 
多変量解析の結果、尿失禁と関連していた要因は、過去の最大体重（OR=1.96, CI [1.28, 
3.00]）、喫煙指数（OR=1.86, CI [1.02, 3.41]）、健康状態の自覚（OR=2.59, CI [1.37, 4.89]）、
膀胱疾患の既往（OR=2.28, CI [1.46, 3.58]）、痔疾患の既往（OR=1.73, CI [1.12, 2.68]）、対象
者の母親の尿失禁の既往（OR=1.79, CI [1.11, 2.89]）であった。 
【考察】 
本研究における尿失禁の有病率は 31.3%であり、先行研究と同程度であった。2010 年から





































 本研究は 2010 年に札幌医科大学倫理委員会の承認を得て実施した。札幌市の住民基本台帳
より無作為抽出した前期高齢者(65 歳以上 74 歳以下)の女性 1600 人(その年代人口の約 1.4%)
を対象として、2010年 10月、および 2011年 10月、2012年 10月に自記式質問紙を用いた郵
送法調査を実施した。2010 年には 803 人から回答を得て（回答率 50.2%）、次いで 2011 年に
は、そのうち 746人から回答を得た（回答率 92.9%）。さらに 3回目の調査として、2012年に
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トは PASW® Statistics18(SPSS)を使用し、統計学的有意水準は 5%とした。 
【研究成績】 
2010年の尿失禁の有病率は 30.3%、2011年は 37.1%、2012年は 42.2%であり、加齢に伴う
有病率の増加が認められた（p<0.001）。ICIQ-SF スコアが 4.0 以上の女性の割合は、2010 年
は 25.6%、2011年は 30.4%、2012 年は 32.6%であり、有病率と同様に加齢に伴う増加が認め
られた（p=0.009）。2010 年の調査における 803 人について、尿失禁の頻度と量は有意に関連
していた（p<0.001）。2010 年の調査で、尿失禁の頻度、尿失禁の量、および尿失禁による日
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市在住の 65歳から 74歳の 女性 1,600人を無作為抽出して、50%強の参加率で、断面研究
と縦断研究を行った。断面研究の結果、尿失禁の有病率は 31.3%であり、尿失禁のリスク
要因としては、過去の最大体重、喫煙指数、主観的健 康度、膀胱疾患の既往、痔疾患の既
往、母親の尿失禁歴、などが明らかとなり、日本人女性を対象とした研究としては、われ
われの知る限りではじめて国際的専門誌に掲載された。さらに 2 年間の縦断研究の結果、
尿失禁の有病率が経年的に有意に上昇し、ICIQ-SF のスコアも有意に上昇していることが
示さ れた。約 3割の女性が骨盤底筋体操を実施していたが、その実施方法や継続性に問題
がある可能性が示唆された。以上の研究成果は、日本人の高齢女性における尿失禁の予防
に取っての課題を明確に示して いると考えられ、医学博士授与に値する、との評価を審査
委員全員からいただいた。 
 
